
　
四
月
八
日

　
六
時
半
起
床
。
朝
食
を
ホ
テ
ル
内
で
と
ろ
う
と
し
た
が
、
電
話
連
絡
が

色
々
と
あ
っ
て
、
朝
食
は
抜
き
。
八
時
二
〇
分
福
岡
空
港
。
昨
夜
の
忍
田
氏

と
の
話
で
、
完
全
電
化
ハ
ウ
ス
、
住
宅
設
備
の
カ
ン
サ
イ
的
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

と
し
て
忍
田
邸
を
考
え
よ
う
と
い
う
方
針
が
合
意
さ
れ
た
。
換
気
、
排
気
、

循
環
空
気
等
の
為
の
ソ
フ
ト
な
装
置
の
デ
ザ
イ
ン
は
考
え
た
い
。
柔
ら
か
い

ロ
ボ
ッ
ト
み
た
い
な
建
築
。
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
擬
人
化
せ
ず
、
擬
建
築
化
し

て
い
る
っ
て
感
じ
か
な
。
研
究
室
の
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
今
日
、
第
一
段

階
の
決
断
を
す
る
。
十
時
半
羽
田
着
。
十
二
時
大
学
。
人
事
小
委
。
十
三
時

栃
木
の
西
村
氏
石
山
研
ゼ
ミ
講
義
。
十
五
時
Ｏ
Ｂ
野
口
修
来
室
。
十
八
時
東

大
。
技
術
と
歴
史
研
究
会
。
第
三
回
目
の
今
日
は
中
川
武
先
生
の
講
義
。
エ

ジ
プ
ト
、
ア
ジ
ア
の
古
代
建
築
を
介
し
て
、
建
築
的
構
想
力
が
如
何
に
共
同

体
を
介
し
て
表
出
さ
れ
る
の
か
と
言
う
問
題
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
事
、

そ
の
問
題
意
識
が
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
事
が
語
ら
れ
た
。
東
大
の
伊
藤
先
生

よ
り
、
権
力
と
言
わ
ず
に
そ
れ
を
共
同
体
と
敢
え
て
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
不
思
議

で
あ
る
と
、
講
義
後
持
た
れ
た
会
食
で
の
感
想
が
的
を
射
て
い
る
と
思
っ
た
。

古
代
の
王
権
的
建
築
形
式
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
の
は
、
権
力
の
顕
現
が
建

築
形
式
を
使
用
し
や
す
か
っ
た
事
で
は
な
い
の
か
。
十
二
時
前
世
田
谷
村
に

戻
る
。
今
日
は
午
後
、
雑
誌
室
内
の
塩
野
君
、
時
の
忘
れ
モ
ノ
の
綿
貫
氏
が

来
室
さ
れ
、
九
月
に
私
の
ス
ケ
ッ
チ
の
展
覧
会
を
開
く
事
が
決
め
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
マ
、
六
〇
才
を
過
ぎ
た
の
だ
か
ら
、
イ
イ
カ
。
照
れ
ず
に
や
っ
て

み
る
か
と
決
め
た
。
銅
版
画
の
銅
版
ま
で
置
い
て
ゆ
か
れ
た
。

　
四
月
九
日

　
イ
ラ
ク
で
若
い
日
本
人
三
名
人
質
に
と
ら
れ
、
自
衛
隊
撤
退
を
テ
ロ
グ
ル

ー
プ
よ
り
要
求
さ
れ
る
と
の
事
件
起
き
る
。
戦
争
体
験
の
無
い
我
々
に
は
、

何
と
も
言
え
ぬ
。
言
う
こ
と
が
困
難
な
事
件
だ
。
三
人
は
危
機
に
直
面
す
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
三
名
だ
が
、
戦

場
へ
わ
ざ
わ
ざ
身
を
自
ら
運
ん
だ
の
だ
か
ら
、
当
然
そ
れ
な
り
の
覚
悟
は
あ

っ
た
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
憶
測
す
る
し
か
な
い
。

　
九
時
新
宿
で
石
井
、
上
田
よ
り
白
鳥
会
図
面
受
け
取
り
、
そ
の
場
で
チ
ェ

ッ
ク
。
森
川
と
新
木
場
へ
。
木
場
木
材
組
合
理
事
長
以
下
近
隣
の
方
々
へ
の

建
築
説
明
会
。
ト
モ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
物
流
セ
ン
タ
ー
計
画
の
説
明
を

す
る
。
十
三
時
研
究
室
。
青
森
県
白
鳥
会
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
準
備
。

十
四
時
前
、
白
鳥
会
会
長
夫
妻
来
室
。
打
ち
合
わ
せ
。
図
面
だ
け
で
は
理
解

し
に
く
い
の
が
わ
か
り
、
す
ぐ
模
型
を
作
ら
せ
る
。
一
時
間
弱
で
模
型
が
作

ら
れ
、
な
ん
と
か
Ｏ
Ｋ
と
な
る
。
二
人
の
若
者
は
良
く
頑
張
っ
た
。
こ
の
ス

ピ
ー
ド
は
気
持
良
い
。
モ
ン
ゴ
ル
よ
り
海
日
汗
の
父
君
が
来
室
。
海
日
汗
博

士
号
取
得
の
礼
を
か
ね
た
ご
あ
い
さ
つ
。
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
衣
装
一
式
を
い

た
だ
き
、
早
速
着
用
、
記
念
写
真
。
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
ア
ン
ド
レ
イ
城
間
君
来

室
。
研
究
室
は
益
々
外
国
人
で
に
ぎ
わ
う
事
に
な
っ
た
。
十
六
時
高
山
夫
妻

来
室
。
打
ち
合
わ
せ
。
高
山
氏
よ
り
氏
の
会
社
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
、
何

点
か
い
た
だ
く
。
興
味
深
し
。
十
八
時
修
了
。
そ
の
後
二
十
二
時
半
迄
、
幾

つ
か
の
打
ち
合
わ
せ
。
二
十
三
時
四
〇
分
世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
四
月
十
日
　
土
曜
日

　
八
時
半
友
岡
さ
ん
親
子
、
石
井
上
田
世
田
谷
村
来
。
車
で
猪
苗
代
へ
。
郡

山
イ
ン
タ
ー
で
東
北
高
速
道
を
降
り
、
ソ
バ
屋
で
昼
食
後
、
十
三
時
前
鬼
沼

現
場
。
前
進
基
地
位
置
出
し
。
五
人
総
掛
か
り
で
十
六
時
頃
ま
で
か
か
る
。
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カ
マ
、
オ
ノ
、
つ
る
は
し
、
ス
キ
ま
で
く
り
出
し
て
の
作
業
。
ハ
ン
マ
ー
で

杭
を
打
ち
、
業
者
が
整
理
可
能
な
迄
は
出
来
た
。
十
五
時
地
元
業
者
と
積
算

打
ち
合
わ
せ
。
十
六
時
過
、
猪
苗
代
湖
畔
の
浜
辺
へ
。
天
幕
設
営
。
大
型
テ

ン
ト
を
張
り
お
え
て
、
十
五
時
前
近
く
の
共
同
浴
場
へ
。
十
七
時
半
よ
り
、

た
き
火
を
つ
け
て
夕
食
。
こ
ん
な
事
は
一
昨
年
の
ネ
パ
ー
ル
以
来
だ
。
二
十

一
時
過
、
食
事
を
お
え
る
。
近
く
の
お
百
姓
が
く
れ
た
ネ
ギ
を
焼
い
た
モ
ノ

が
美
味
で
あ
っ
た
。
満
天
の
星
空
。
二
十
一
時
半
、
寝
袋
に
も
ぐ
り
込
ん
で

眠
り
に
入
る
。
暖
か
く
快
適
な
睡
眠
。
夢
も
見
ず
、
何
も
考
え
ず
眠
っ
た
。

　
四
月
十
一
日
　
日
曜
日

　
七
時
半
起
床
。
磐
梯
山
が
か
す
ん
で
い
て
美
し
い
。
十
時
間
ほ
ど
深
い
眠

り
を
得
た
。
あ
り
が
た
い
。
朝
食
は
パ
ン
。
次
回
の
天
幕
食
は
石
山
研
で
用

意
し
た
い
。
九
時
撤
収
作
業
。
十
時
過
鬼
沼
へ
。
私
と
友
岡
社
長
は
縄
文
遺

跡
近
く
の
畦
道
に
寝
こ
ろ
ん
で
午
睡
。
若
者
三
名
は
山
へ
上
る
。
十
二
時
過

眼
ざ
め
る
。
何
と
マ
ア
、
自
然
の
中
で
は
良
く
眠
れ
る
こ
と
よ
。
十
二
時
半
、

車
に
戻
り
、
帰
途
へ
つ
く
。
途
中
そ
ば
屋
で
昼
食
。
十
八
時
過
大
学
着
。
正

門
前
で
皆
と
別
れ
、
研
究
室
へ
。
昨
日
と
今
日
の
メ
モ
を
ノ
ー
ト
。
鬼
沼
は

ア
ジ
ア
工
芸
村
に
す
る
予
定
で
は
あ
る
が
、
そ
の
前
に
清
秀
君
の
人
脈
を
使

っ
て
、
ア
ジ
ア
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
構
想
を
ト
ラ
イ
す
る

積
り
。
二
日
間
浮
世
離
れ
し
た
生
活
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
心
身
共
に
・
・
・

疲
れ
た
け
れ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
し
た
。
時
々
は
あ
っ
て
も
良
い
な
、
こ

う
い
う
子
供
み
た
い
な
生
活
が
。
研
究
室
に
は
二
名
程
出
て
い
て
何
か
や
っ

て
い
た
。
明
後
日
か
ら
版
画
と
ス
ケ
ッ
チ
の
制
作
活
動
に
入
る
の
で
、
そ
の

準
備
を
す
る
。
二
〇
時
前
聖
徳
寺
二
代
目
住
職
来
室
。
若
干
の
交
渉
の
後
八

十
八
人
分
の
永
代
使
用
受
諾
証
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
受
領
。
二
十
二
時
修

了
。
二
十
三
時
過
世
田
谷
村
戻
り
。
中
川
さ
ん
、
栗
畑
君
と
共
に
来
宅
。
証

書
を
お
渡
し
す
る
。
何
は
と
も
あ
れ
一
山
は
越
え
た
。
一
時
修
了
。
遅
い
夕

食
な
ら
ぬ
深
夜
食
を
と
る
。
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